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芸
術
文
化
協
会
役
員
会
の
活
動

を
行
い
ま
す
ｃ

役
割
は
協
会
が
主
催
す
る
事
業
ば

か
り
で
は
な
く
、
県
文
化
団
体
協
議

会
、
国
際
交
流
協
会
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
関
係
団
体
の
担
当
も
し
て
い
ま

す
。
担
当
者
は
、
関
係
団
体
の
会
議
、

活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
役
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

ど
の
役
員
も
多
用
な
中
で
の
活
動

で
、
皆
、
芸
術
文
化
協
会
の
活
性
化

と
習
志
野
市
の
文
化
芸
術
活
動
の
発

展
を
願
い
骨
身
を
惜
し
ま
ず
活
動
し

て
い
ま
す
。

登
録
団
体
の
皆
様
に
は
、
芸
術
文

化
協
会
を
支
え
運
営
し
て
い
る
役
員

会
に
つ
い
て
、
ご
理
解
い
た
だ
け
れ

ば
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
ｃ

（事
務
局
　
青
山
）

習
士心
野
短
歌
会

立
ち
止
ま
り
防
災
無
線
の
切
れ
ぎ

れ
の
言
葉
を
つ
な
ぐ
風
強
き
昼

石
井
由
美
子

八
十
歳
台
ぞ
ろ
り
と
揃
う
サ
ー
ク

ル
で
私
は
若
手
七
十
路
過
ぎ
て
も

高
橋
　
益
子

右
足
に
ギ
ブ
ス
を
つ
け
し
青
年
の

自
杖
の
音
心
は
な
れ
ず

中
村
ひ
ろ
子

売
り
言
葉
し
ば
し
の
間
も
て
買
う

夫
斯
く
し
て
五
十
七
年
は
過
ぐ

石
井
喜
久
江

か
ら
、
こ
ろ
、か
ら
両
手
の
胡
桃
を
二

つ
ず
つ
鳴
ら
す
音
よ
し
備
前
の
胡
桃

藤
野
　
宏
子

山
路
ゆ
く
俯
く
耳
の
と
ら
え
た
る

瀬
の
音
隈
な
く
わ
が
身
を
満
た
す

吉
村
　
咲
子

夕
暮
れ
に
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
鳴
り

響
く

「家
出
し
て
き
た
こ
と
拗
ね

て
る
五
歳

山
田
　
澤
子

一ま
た
明
日
」
何
度
言
ひ
し
か

「あ
り
が
と
う
」
何
度
も
聞
き
て

声
の
残
れ
り

石
井
　
雅
子

を
ち
こ
ち
に
雪
削
る
音
ひ
び
き
く

る
滑
ら
ぬ
や
う
に
郵
便
局
ま
で

森
　
み
ず
え

役
員
会
は
、
十
名
の
役
員
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
役
員
は
各
連
幣
か
ら
推

薦
さ
れ
た
方
と
会
長
の
委
嘱
に
よ
る

方
で
、
総
会
で
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
月
第

一
月
曜
日
に
文
化
ホ
ー
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
会
議
で
決
定
し
た
議
題
を
偶
数

月
に
行
わ
れ
る
運
営
委
員
会
で
提
案

し
、
承
認
さ
れ
る
と
事
業
の
始
ま
り

で
す
。

令
和
三
年
度
に
話
し
合

っ
た
内
容

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
ｃ

。
四
月

通
常
総
会
で
審
議
す
る
内
容
決
定

ニ
ト
七
回
芸
術
祭
役
割
に
つ
い
て

ニ
ト
八
同
芸
術
祭
開
催
に
つ
い
て

登
録
団
体
活
動
補
助
金
に
つ
い
て

・
五
月

第
二
十
七
回
芸
術
祭
の
反
省

通
常
総
会
の
役
割
分
担

国
際
交
流
協
会
総
会
の
出
席
報
告

男
女
参
画
運
営
委
員
会
の
報
告

上
ハ
月

通
常
総
会
書
面
決
議
の
報
告

新
年
度
役
員
担
当
の
確
認

本
年
度
開
催
事
業
の
確
認

・
七
月

市
民
文
化
祭
開
催
団
体
に
つ
い
て

視
察
研
修
の
行
程
の
提
案

新
年
会
員
交
流
会
の
日
程
調
整

協
会
奨
励
金
受
賞
団
体
の
提
案

・
八
月

市
民
文
化
祭
の
開
催
準
備

五
十
六
号
芸
文
協
だ
よ
り
進
捗
状

況
・
九
月

（
コ
ロ
ナ
に
よ
り
中

――‐
）

。
十
月

市
展
事
業
に
つ
い
て
報
告

五
十
六
号
芸
文
協
だ
よ
り
発
行
報

生
口

視
察
研
修
の
開
催
有
無
に
つ
い
て

市
民
文
化
祭
開
催
変
更
に
つ
い
て

歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て

新
年
交
流
会
開
催
有
無
に
つ
い
て

一
般
会
計
中
間
報
告
に
つ
い
て

教
育
功
労
者
顕
彰
推
薦
に
つ
い
て

・
十

一
月

市
民
文
化
祭
役
割
分
担
に
つ
い
て

二
十
八
回
芸
術
祭
日
程
に
つ
い
て

・
十
二
月

市
民
文
化
祭
の
反
省

役
員
改
選
に
つ
い
て

年
賀
状
の
送
付
に
つ
い
て

教
育
功
労
者
受
賞
者
の
決
定
報
告

・
一
月

（
コ
ロ
ナ
に
よ
り
中
止
）

・
二
月

令
和
五
年
度
の
事
業
に
つ
い
て

新
役
員
選
出
に
つ
い
て

お
お
よ
そ
で
す
が
、
こ
れ
ら
が
役

員
会
で
の
主
な
議
題
で
す
。

役
員
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
協
会
主
催

事
業
の
担
当
が
あ
り
、
担
当
者
が
中

心
と
な

っ
て
、　
一
致
協
力
し
て
事
業

里
顧

口
題

明
け
て
も
暮
れ
て
も

コ
ロ
ナ
、

コ

ロ
ナ
で
気
が
め
い
り
ま
す
。

芸
文
協
に
於

い
て
も
行
事
が
相
次

い
で
中

――‐
、
中
止
と
な
り
残
念
至
極
。

疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

虫
た
ち
も
啓
蟄
に
は
這

い
出
て
き

ま
す
。
今
年

こ
そ

コ
ロ
ナ
や
虫
た
ち

に
負
け
ず
、
文
化
芸
術
に
向
か

っ
て

羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（杉
田
　
英
男
）

習
志
野
市
芸
術
文
化
協
会
事
務
所
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園
箇
彊
じ

千
葉
県
芸
術
文
化
団
体
協
議

会
文
化
功
労
顕
彰
を
当
芸
文
協
の

前
会
長
山
本
文
男
氏
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

永
年
の
当
協
会
の
ま
と
め
役
と

し
て
活
動
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
申
し
Ｌ
げ
心
よ
り
お
祝
い

中
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
習
志
野
市

教
育
功
労
者
顕
彰
で
は
今
年
も
当

協
会
所
属
の
四
名
の
方
々
が
表
彰

状
、
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

芸
術
文
化
を
慈
し
む
心
が
引
き
継

が
れ
て
い
く
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
明
る
い
希
望
が
わ
い
て
ま

い
り
ま
す
。

四
月
に
は
十
五
・十
六
・十
七
日

と
芸
術
祭
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
感
染
対
策
を
徹
底

し
実
施
い
た
し
ま
す
。（一

戸
　
良
子
）
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